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　北海道南西沖地震発生後，震源域に近い地域での地殻変動を観測する目的で，第1図に示す様

な，GPS観測網を設置した。観測点は，上ノ国（KMKT），奥尻島（OKSR），渡島大島（OSM-

A）の3点である。観測は1日2回5時間とした。渡島大島は無人島であり，電源の確保がむずか

しいこととデータ回収に頻繁にはいけないので，2日に1回5時間の観測を予定したが，悪天候に

よるデータの未回収，セッション設定のミスなどで，欠測が多い。地震後すぐに準備を行い，各点

において以下の期間において観測された。

　上ノ国：北大桧山演習林庁舎　7月18日～11月1日

　奥尻島：奥尻中学校　　　　　7月20日～10月6日

　渡島大島：松前町有地　　　　7月21日～8月28日

解析の概略は以下のとおりである。

1．ソフトウェアはBernese Ver.3.4である。

2．上ノ国座標を臼田を基準として軌道暦の座標系と同じ座標系で決定し，その値を用いた。臼田

　　の位置を第2図に示す。

3．軌道暦は放送暦から精密暦（ベルン大学決定）にした。

4．アンビギュイティを正確に求めた。

5．サイクルスリップを求める段階で3重位相差のチェックを行ない，改善されないものについて

　　は，プロットから省いた。

　第3図に臼田一上の国の解析結果を示す。基線長が南北のため，経度方向の決定精度が落ち，ば

らついている。高さ方向に変化が見られるが，EPDの影響をもろに受ける成分であり，また，変

動量も大きいため，見かけ上の物である可能性がある。

　第4図に上の国一奥尻の解析結果を示す。基線長変化の215日頃までの変化は有為であると思わ

れる。230日以降高さ変化のばらつきが大きくなっており，高さ変化以外にも影響を与えている可

能性がある。また，緯度方向は奥尻が上ノ国に近づく方向に変化している。

　第5図に上ノ国一渡島大島の解析結果を示す。観測回数が少なく決定的なことは言えないが，顕

著な変化はなかったようである。

　奥尻島，上ノ国については12月には再開し，渡島大島については来年の夏季に再測定を行う予定
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である。
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第1図　 観測点配置図。KMKT，OKSR，OSMA

　　　  はそれぞれ上ノ国，奥尻，渡島大島の

　　　  観測点を示す。

Fig.1  Location　map.KMKT,OKSR
　　　 and　OSMA　indicate
　　　  Kaminokuni,Okushiri　and

　　　  Oshima-Oshma　site,respectively．

第2図　 臼田観測点の位置。

Fig.2 　Location　of　Usuda　site．

第3図   臼田，上ノ国間の基線長,緯度方向,経度方向,高さ方向,高さ方向の変化。臼田観測点

を固定。

Fig.3　Variation　on　baseling　Iength　between　Usuda　and　Kaminokuni.Change　on　latitude,longitude

　　  　and　height　direction　of　Kaminokuni　site　from　fixed　Usuda　site．
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第4図　上ノ国，奥尻間の基線長，緯度方向，経度方向，高さ方向の変化。上ノ国観測点を固定。

Fig.4　 Variation　on baseline　length　between　Kaminokuni　and　Okushiri.Change　on　latitude,longitude

　　　  and　height　direction　of　Okushiri　site　from　fixed　Kaninokuni　site．

第5図　 上ノ国，渡島大島間の基線長，緯度方向，経度方向，高さ方向の変化。上ノ国観察点を固

　　　  定。

Fig.5  Variation on baseline length between Kaminokuni and Oshima-Oshima．Change on latitude,

　　　 longitude　and　height　direction　of　Oshima-Oshima　site　from　fixed　Kaminokuni　site.
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